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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
第一のポリイソシアネートと第一のアミンとの第一のポリ尿素反応の生成物、および該第
一の反応生成物のコロイド粒子の存在下に沈降された、該第一のポリ尿素反応生成物とは
異なる、第二のポリイソシアネートと第二のアミンとの第二のポリ尿素反応の生成物を含
んでいるチキソトロープ剤。
【請求項２】
第一のポリ尿素生成物の当該コロイド粒子が異方性である、請求項１に従うチキソトロー
プ剤。
【請求項３】
第一のポリ尿素生成物の当該コロイド粒子が、２００ｎｍ未満の幅を有する、請求項１ま
たは２に従うチキソトロープ剤。
【請求項４】
当該第一のポリ尿素化合物と当該第二のポリ尿素化合物との重量比が２０：８０～８０：
２０の範囲内にある、請求項１～３のいずれか１項に従うチキソトロープ剤。
【請求項５】
第一のポリイソシアネートおよび／または第一のアミンが、第二のポリイソシアネートお
よび／または第二のアミンと異なっている、請求項１～４のいずれか１項に従うチキソト
ロープ剤。
【請求項６】
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当該第一および／または第二のポリイソシアネートが、置換または非置換の直鎖脂肪族ポ
リイソシアネート、ならびに置換または非置換のアリーレン、アラルキレン、およびシク
ロヘキシレンポリイソシアネートからなる群から選択されたものである、請求項１～５の
いずれか１項に従うチキソトロープ剤。
【請求項７】
当該第一および第二のポリイソシアネートが同一である、請求項１～６のいずれか１項に
従うチキソトロープ剤。
【請求項８】
当該第一のアミンがモノアミンを含んでいる、請求項１～７のいずれか１項に従うチキソ
トロープ剤。
【請求項９】
当該第一のアミンがキラルアミンを含んでいる、請求項１～８のいずれか１項に従うチキ
ソトロープ剤。
【請求項１０】
当該第一のアミンが５０％超のキラルアミンを含んでいるモノアミンである、請求項８ま
たは９に従うチキソトロープ剤。
【請求項１１】
当該キラルアミンが式（I）

（この式で、Ｒ１およびＲ２のそれぞれは、直鎖もしくは分枝鎖の、置換もしくは非置換
の、飽和もしくは不飽和のヒドロカルビルまたはヘテロ原子含有基からなる群から独立に
選択され、かつ該アミン中の炭素原子がキラル中心であるようにＲ１およびＲ２は異なっ
ている。）
によって定義されたものである、請求項９～１０のいずれか１項に従うチキソトロープ剤
。
【請求項１２】
Ｒ２がメチル基である、請求項１１に従うチキソトロープ剤。
【請求項１３】
当該キラルアミンが２５％超の鏡像体過剰で用意されたものである、請求項９～１１のい
ずれか１項に従うチキソトロープ剤。
【請求項１４】
当該１以上の第二のアミンが非キラルモノアミンを含んでいる、請求項１～１３のいずれ
か１項に従うチキソトロープ剤。
【請求項１５】
当該非キラルアミンが式（II）
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（この式で、Ｒ３は、直鎖もしくは分枝鎖の、置換もしくは非置換の、飽和もしくは不飽
和のヒドロカルビルまたはヘテロ原子含有基からなる群から選択される。）
によって定義されたものである、請求項１４に従うチキソトロープ剤。
【請求項１６】
当該第一のアミンが式（I）によって定義されたキラルアミンを含んでおり、当該第二の
アミンが式（II）によって定義された非キラルアミンを含んでおり、かつ当該非キラルア
ミンのＲ３および当該キラルアミンのＲ１が実質的に同形である、請求項１５に従うチキ
ソトロープ剤。
【請求項１７】
当該第一および第二の反応生成物が同形である、請求項１～１６のいずれか１項に従うチ
キソトロープ剤。
【請求項１８】
同等の条件下において、当該第一のポリ尿素反応生成物の溶解温度（Ｔｍ１）が、第二の
ポリ尿素反応生成物の溶解温度（Ｔｍ２）よりも低い、請求項１～１７のいずれか１項に
従うチキソトロープ剤。
【請求項１９】
ヘキサメチレンジイソシアネート（ＨＤＩ）とアルファ－メチルベンジルアミン（ＡＭＢ
Ａ）との第一のポリ尿素反応生成物、および当該第一の反応生成物の異方性コロイド粒子
の存在下に沈降された、ヘキサメチレンジイソシアネート（ＨＤＩ）とベンジルアミン（
ＢＡ）との第二のポリ尿素反応生成物を含んでおり、当該第一のポリ尿素反応生成物と当
該第二のポリ尿素反応生成物との重量比が２０：８０～８０：２０の範囲内にある、請求
項１に従うチキソトロープ剤。
【請求項２０】
請求項１～１９のいずれか１項に規定されたチキソトロープ剤をレオロジー調節剤として
使用する方法。
【請求項２１】
請求項１～１９のいずれか１項に規定されたチキソトロープ剤を、レオロジー調節剤とし
て、コーティング、接着剤、印刷インク、洗剤、紙、板紙、繊維製品、建築材料、エンジ
ニアリングプラスチック、顔料、掘削用流体、または化粧品に使用する方法。
【請求項２２】
請求項１～１９のいずれか１項に規定されたチキソトロープ剤を、垂れ抑制剤としてコー
ティング組成物に使用する方法。
【請求項２３】
バインダ－物質中に分散された請求項１～１９のいずれか１項に従うチキソトロープ剤を
含んでいる垂れ抑制剤組成物。
【請求項２４】
コーティング組成物の調製においてマスターバッチとして使用される請求項２３に従う垂
れ抑制剤組成物であって、バインダ－、溶媒、および該組成物の全重量当たり０．５～７
重量％のチキソトロープ剤を含んでいる垂れ抑制剤組成物。
【請求項２５】
バインダーと、垂れ抑制剤としての請求項１～１９のいずれか１項に従うチキソトロープ
剤とを、または請求項２３もしくは２４に従う垂れ抑制剤組成物を含んでいるコーティン
グ組成物。
【請求項２６】
請求項２５に従うコーティング組成物であって、該コーティング組成物の全重量当たり０
．０５～４重量パーセントのチキソトロープ剤を含んでいるコーティング組成物。
【請求項２７】
請求項２５または２６に従うコーティング組成物から調製されたコーティング。
【請求項２８】
請求項２５または２６に従うコーティング組成物を硬化する方法であって、硬化温度（Ｔ
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硬化）が第一のポリ尿素反応生成物の溶解温度よりも高い（Ｔ硬化＞Ｔｍ１）が、第二の
ポリ尿素反応生成物の溶解温度よりも低い（Ｔ硬化＜Ｔｍ２）ように選択されたところの
硬化温度に当該組成物を加熱することを含む方法。
【請求項２９】
第一のポリイソシアネートと第一のアミンとを反応させることによって得られた第一のポ
リ尿素反応生成物、および第二のポリイソシアネートと第二のアミンとを反応させること
によって得られた第二の異なったポリ尿素反応生成物の逐次的沈降を含み、第一のポリ尿
素生成物の存在下に第二のポリ尿素反応生成物の沈降が起きることを特徴とする、チキソ
トロープ剤を調製する方法。
【請求項３０】
請求項２９に従う方法を使用して得られることができるチキソトロープ剤。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、ポリ尿素化合物を含んでいるチキソトロープ剤、および当該チキソトロープ剤
をレオロジー調節剤として、特に垂れ抑制剤としてコーティング組成物に使用する方法に
関する。本発明は、さらに該ポリ尿素化合物を垂れ抑制剤として含んでいる垂れ抑制剤組
成物、コーティング組成物およびコーティングに関する。
【背景技術】
【０００２】
ポリマーコーティングを使用して、物質の表面を保護しその美的および機能的性質を高め
ることは周知である。これらのポリマーコーティングは、典型的にはロール掛け法、刷毛
塗り法、散布法、キャスティング法およびエアまたは静電スプレー法のような手法を使用
して液状系として表面に施与される。
【０００３】
施与に当たっての液状コーティング系のレオロジー的側面は典型的には、選択された方法
によってコーティングが問題なく施与され、それの施与される基体上を均一に流れ、施与
段階によって持ち込まれた表面の不均一ならびに下にある基体からの不均一ができる限り
平滑化されることが可能であり、最良の最終外観が形成されることができるように選択さ
れる。同時に、非水平の基体については、液膜が垂れたりまたは液滴を形成することが許
されてはならない。比較的厚い膜のコーティングの場合、および膜の何らかの局部的な盛
り上がり、たとえば端、孔および基体内のキャラクターラインにおいても、このような垂
れは特に顕著である傾向がある。
【０００４】
有害な垂れを生じないで十分な平滑化が得られるように、施与されたコーティング膜が液
状段階（これは、硬化を促進するために使用されることがある、施与後の何らかの加熱工
程を含む。）にある間、その流れ性を制御する必要がある。自動車用途に、たとえば垂れ
の随伴問題なく極めて十分に平滑化された膜を得ることが最も重要であるような自動車用
途に使用されるクリアコーティングについては、特にそういえる。
【０００５】
コーティングが使用されることになる用途に応じて、偽塑性のレオロジー的側面を形成す
るために、垂れを制限しもしくは防止するために、および／もしくは顔料含有配合物の場
合に顔料の沈降を避けるために、または施与後の顔料（たとえば、自動車ベースコート中
のメタリック顔料）の配向を最適化するために、レオロジー調節剤が通常、コーティング
組成物中へと導入される。
【０００６】
尿素に基づいた粒状物質は、可逆的凝集の故にこのような偽塑性レオロジーを形成する能
力がある公知の種類の物質を形成する。たとえば、微分散結晶の形で沈降されたポリ尿素
を含んでいる垂れ抑制剤を、特許文献１は開示する。また、コーティング組成物中におい
てインシチュー（現場）で生成されることができる、あるいは外部で生成されそれからコ
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ーティング組成物に添加されることができる結晶質ポリ尿素の垂れ抑制剤を、特許文献２
は開示する。
【０００７】
所与のレオロジー調節剤の適切性は、多くの因子に依存する。レオロジー調節剤は、理想
的なレオロジー的側面を形成する能力がなければならず、該レオロジー的側面それ自体が
、とりわけ、液状コーティングが基体に施与される方法に付随するせん断領域；施与され
るべきコーティングの厚さ；水平面に対する基体の方向性；表面張力；粒子、溶媒、樹脂
および添加剤の間のコロイド的相互作用；施与後のコーティング組成物の何らかの付随的
硬化に関連する熱体系、施与された溶媒の量及び揮発性；溶媒の消失および温度の上昇に
対する粘度の応答性；溶媒蒸発後に発現する表面張力変化度；硬化速度；および液状コー
ティングに作用するせん断力に依存している。最適に近い結果をなお維持しながら、これ
らのパラメータの変動を許すほど十分な頑健さを形成する能力も、レオロジー調節剤はな
ければならない。
【０００８】
レオロジー的側面に加えて、レオロジー調節剤を含有するコーティング配合物に関連して
重要なさらなるパラメータが存在し、たとえば施与前のコーティング配合物の寿命、およ
び非常に重要なことであるが、とりわけクリアコーティングのような用途について、これ
らのレオロジー調節剤によって導入される色およびヘイズのような何らかの有害な光学的
効果がないことである。
【０００９】
コーティングのレオロジー的性能に加えて、その光学的性能も極めて重要である。薄い膜
で施与されたときに、何らかの可視障害物（たとえば、突起）を形成しないほど十分に、
垂れ抑制添加剤は微細でなければならない。クリアコート用途の場合、硬化工程の完了後
に、検知できるヘイズまたは濁りが存在してはならず、およびその存在によって色の生成
（または黄変）がもたらされていてはならない。この場合にも、これらの特性は貯蔵期間
とともに不可逆に変化してはならない。
【００１０】
もちろん、コストおよび他のコーティング特性との干渉を限定するために、また添加され
たＳＣＡ（垂れ抑制剤）の量に比例する光学的効果を最小にするためにも、低濃度で役目
を果たすことができる効率的な垂れ抑制剤が好まれるだろう。
【００１１】
多くの垂れ抑制剤が知られているけれども、上記の全ての要求を満たすことはできるもの
はなく、全ての用途を満たすことができるものもない。
【００１２】
イソシアネート成分とアミン成分との反応から誘導されたポリ尿素化合物を垂れ抑制剤と
して使用することに大きな焦点が当てられている。前述の反応に基づいて、異なったアミ
ンおよび／またはイソシアネートを使用すれば、異なったポリ尿素化合物がもたらされる
だろう。これらの化合物が放置沈降されると、広い範囲の結晶安定性（または「融点」）
を有する、等方性から異方性までの形態および微細な微分散結晶から繊維状までの形態の
、ある範囲の形態、大きさおよび表面特性の最終生成物が得られることができるだろう。
同様に、同一のアミンおよびイソシアネートの複数のバッチが異なった条件下にまたは異
なった環境中で反応させられる場合には、コロイド特性のこのような差異が得られること
ができるだろう。このような特性は、該ポリ尿素化合物のレオロジー的および光学的性質
ならびに所与の硬化領域へのそれらの安定性の決定因子である。
【００１３】
ポリ尿素化合物が長い針状または繊維状の形態で結晶化する１の極端なモルホロジー（形
態現象）においては、これらの微細構造を含んでいるコーティング組成物は、室温で濡れ
た膜として表面に施与されると、非常に低い量の流れ（およびそれに伴う垂れ）を示すこ
とが認められており、低い量のこれらの物質を使用して所望の垂れ限界の低減を達成する
ことが可能になる。さらにその上、このようなポリ尿素化合物は、これらが十分に微細な
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場合には、非常に穏やかな条件下に硬化されたときでさえも、すなわちたとえ硬化工程中
に（反応）溶解することなく最終コーティング中に留まって存在するとしても、得られた
コーティング中にヘイズを生じさせない。
【００１４】
しかし、このような微細な針状または繊維状の結晶構造を生み出すこれらの尿素化合物の
あるものは、高価なアミン原料物質（たとえば、キラルアミン）に基づいている。同様に
、このような結晶構造は一般に、コーティング組成物に典型的に用いられるような溶媒中
で比較的低い溶解温度を示すことが認められており、その結果、比較的高い温度における
硬化反応の際に、オーブン硬化の最終段階で許される高過ぎる量の流れの故に、該ポリ尿
素化合物のレオロジー効率は減退されることがある。このような低い溶解点は、コーティ
ング組成物中の侵襲性溶媒および架橋剤に対するポリ尿素化合物の耐性を下げることもあ
り、その結果、ポリ尿素化合物は短い時間枠内にわたる施与には耐え切ることができるけ
れども、このようなコーティング組成物中の該ポリ尿素化合物の全体的な貯蔵寿命または
ポットライフは限定されることがある。
【００１５】
異なったモルホロジーを考慮すると、比較的粗な構造に結晶化する（たとえば、ベンジル
アミンとＨＤＩとに基づいた最も普通に使用される尿素化合物のような）多くのポリ尿素
化合物は低い溶解温度を示しにくく、それによって高められた貯蔵寿命を有することがで
きる。しかし、架橋剤または硬化条件が温和過ぎると、これらの粗な構造はヘイズとして
視認され続けることがある。同様に有害なのは、コーティング施与の温度およびせん断領
域において、比較的粗な結晶構造はレオロジー的にそれほど効率的でないことである。典
型的には垂れ抑制剤中に増加された量のポリ尿素化合物を利用することによって、これは
補償されるが、有害な光学的効果をさらに高めかねない。その上、これらの構造の高い安
定性は、後期のオーブン段階においても、コーティング中に何らかの流れが生じるのを妨
げることがあり、したがって膜の収縮に起因する後段階の不均一を平滑化することも妨げ
、基体の不均一をそのまま伝える。
【特許文献１】米国特許第４，３１１，６２２号明細書
【特許文献２】米国特許第４，６７７，０２８号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１６】
特定の結晶特性およびコロイド特性を有する所与のポリ尿素化合物が、有利および不利の
双方の明確にされた一連のレオロジー的および光学的性質を有することは明らかである。
したがって、ポリ尿素化合物の異なった結晶構造の有利な性質を、当該構造に付随する不
利な性質を最小限に抑えながら、相乗的に捉える必要が当分野において存在する。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
第一のポリイソシアネートと第一のアミンとの第一のポリ尿素反応の生成物、および該第
一の反応生成物のコロイド粒子の存在下に沈降された、第二のポリイソシアネートと第二
のアミンとの第二のポリ尿素反応の生成物を含んでいるチキソトロープ剤を開示する本発
明によって、上述のおよび他の目的は達成される。
【発明の効果】
【００１８】
第一および第二のポリ尿素化合物は、該鋳型生成されたポリ尿素生成物の中でこれらの化
学的同一性および／またはこれらの物理的構造に関して異なっていることができる。言う
までもなく、異なった第一および第二のアミンならびに／または異なった第一および第二
のポリイソシアネートの反応物質としての使用は、化学的に異なった第一および第二のポ
リ尿素化合物を誘導するだろう。同様に、しかし、第一および第二のポリ尿素化合物の誘
導に用いられる環境および反応の条件の有意な変動は、これらの化合物の化学的同一性は
同じでありうるけれども、これらについて異なったコロイドの大きさおよびモルホロジー
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を発現することができると想到される。
【００１９】
理論に拘束されるわけではないが、第一のポリ尿素化合物はコロイド粒子として生成され
、当該粒子の存在下に第二のポリ尿素化合物は沈降する。第一のポリ尿素化合物の表面は
第二のポリ尿素化合物のための核生成点として作用し、その結果、第一のポリ尿素化合物
によって形成された種上へと第二のポリ尿素化合物は成長する。第一のコロイドが非常に
微細である場合には、第二の化合物それ自体が、核となるポリ尿素粒子を形成しなければ
ならない場合に有するであろう物質よりもはるかに微細な物質として、該化合物は沈降す
ることができる。究極状態では、第一のポリ尿素化合物の核であって、その上に第二のポ
リ尿素反応生成物が固化したものからなると、得られた粒子は表現されることができるだ
ろう。ある条件下では、核－殻（コア－シェル）構造が観察された。
【００２０】
本発明に従うチキソトロープ剤は、以後「鋳型生成された」ポリ尿素生成物と呼ばれるこ
とがある。
【００２１】
鋳型生成されたポリ尿素生成物は、垂れ抑制剤（ＳＣＡ）として作用するときは、チキソ
トロピー性挙動を示し、施与に伴う高いおよび中程度のせん断応力（＞５Ｐａ）における
低い粘度、ならびに非水平表面上の濡れたコーティング層中に重力によって生成されるせ
ん断応力に相当する上記よりも低いせん断応力（＜１Ｐａ）における高い粘度を合わせ持
つ。このチキソトロピー特性はさらに、時間依存性の速い粘度回復によって特性付けられ
、コーティングが平滑化されると、表面上でまだ濡れている間でもそれが垂れないことを
確保する。該ポリ尿素生成物のチキソトロピー性挙動は、たとえば溶媒の消失によって収
縮が起きた後の、硬化の遅い段階に生じるいくらかの流れを妨げず、このことは、下にあ
る基体からそのまま伝えられた表面不均一の平滑化にとって有利と考えられる。さらにそ
の上、これらの特性は、液状コーティング組成物の貯蔵時間とともには有意に変化しない
。
【００２２】
その下で第一および第二のポリ尿素化合物が生成されるところの化学的性質および反応条
件を変えることによって、該２の化学種のコロイド特性の差の制御が可能となり、これは
次なる結果として、鋳型生成され得られた尿素化合物のレオロジー的および光学的性質の
調節を可能とする。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
本発明の好まれる実施態様に従うと、これらのポリ尿素化合物を含有するコーティングの
施与の条件下に第二のポリ尿素化合物が有したであろうよりも強いレオロジー、より微細
な構造、およびより低い視認性を、（第一のポリ尿素化合物が同一の条件下に生成された
ならば）第一のポリ尿素化合物が有するであろうように、第一のポリ尿素化合物は選択さ
れる。好ましくは、第二のポリ尿素化合物が同一の条件下に生成されたならば有したであ
ろうよりも大きいコロイド比表面積を第一のポリ尿素化合物が有するという点において第
一のポリ尿素化合物のモルホロジーが特性付けられるように、第一のポリ尿素化合物を選
択することによって、上記は実施される。第一のポリ尿素化合物のコロイド粒子それ自体
は好ましくは異方性であることができる、すなわちこれは（本明細書に添付された図２お
よび３によって例示されるように）明瞭な長軸および該軸に直角の方向にこれよりはるか
に小さい寸法（以後、幅と呼ばれる。）を有する。このような実施態様または他様では、
これらのコロイド粒子が２００ｎｍ未満、より好ましくは１００ｎｍ未満、最も好ましく
は５０ｎｍ未満の幅を有することが好ましい。
【００２４】
これらのコロイド粒子の幅はその視認性を決定する、すなわち、このような低い幅におい
ては、該粒子を含んでいるコーティング組成物中でこれらは透明でありおよび／または目
に見えないだろう。さらにその上、第二のポリ尿素化合物の視認性は、それを含んでいる
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コーティング組成物中で、異方性の第一のポリ尿素化合物上でのそれの核生成からもたら
されるモルホロジーによって軽減される。同様に、第一のポリ尿素化合物の透明性は、本
発明に従う第二のポリ尿素化合物の導入後も維持されることができる。
【００２５】
本発明のさらに好まれる実施態様に従うと、第一および第二のポリ尿素化合物は、これら
が同等の条件下に製造されたならば、第一のポリ尿素化合物は第二のポリ尿素化合物より
も低い融点を有するだろうという点において特性付けられる。第二のポリ尿素化合物の鋳
型生成による結晶化は、第一のポリ尿素化合物のより低い溶解温度ならびにコーティング
組成物中の侵襲性溶媒および架橋剤に対する第一のポリ尿素化合物のより低い耐性の双方
を軽減するように作用する、すなわち、第二のポリ尿素反応生成物の殻は第一のポリ尿素
反応生成物の核の溶解に対してある程度の保護を与えることができる。
【００２６】
好ましくは、鋳型生成され得られた生成物中の第一のポリ尿素生成物と第二のポリ尿素生
成物との（重量）比は５：９５超、より好ましくは１０：９０超、最も好ましくは２０：
８０超である。さらにその上、好ましくは鋳型生成され得られた生成物中の第一のポリ尿
素生成物と第二のポリ尿素生成物との（重量）比は９５：５未満、より好ましくは９０：
１０未満、最も好ましくは８０：２０未満である。
【００２７】
（第二のアミン／イソシアネート反応段階のみから誘導された）単一のポリ尿素化合物よ
り優れたこのような鋳型生成されたポリ尿素化合物のさらなる利点は、高温流れが改良さ
れて、従来技術のポリ尿素化合物におけるよりも平滑なおよびより光沢のあるコーティン
グ表面がもたらされることである。第一および第二のポリ尿素化合物の間のモルホロジー
の差、これらのそれぞれの融点およびこれらが使用される比を微調整することによって、
高温流れは調節されることができる。
【００２８】
本発明の好まれる実施態様に従うと、第一および第二のポリイソシアネートは同一である
。この状況では、したがって第一および第二のポリ尿素化合物は同一のポリイソシアネー
ト構成ブロックを含んでいる。
【００２９】
本発明の好まれる実施態様では、（第一のポリ尿素化合物を構成するのに使用される）第
一のアミンはキラルアミンを含んでいる。「キラルアミン」の語は、炭素原子に共有結合
されたアミンであって、当該炭素原子がキラルであるように３の異なった置換基を有する
アミンを意味することが意図される。広い範囲のキラルアミンが原則として用いられるこ
ともできる。好ましくは、キラルアミンは、該アミン基の隣の炭素原子上に１の水素原子
および２の異なった他の置換基を有するアミンである。さらにその上、キラルアミンが当
該第一のアミンとして用いられるときは、該キラルアミンは鏡像体過剰で用意されること
が好ましい。
【００３０】
原則として、本発明における（第二の反応段階のポリ尿素化合物を構成するのに使用され
る）第二のアミンとして、広い範囲のアミンが用いられることができる。好適な第二のア
ミンは、例として脂肪族（置換）アルキルアミン、たとえばシクロヘキシルアミン、ブチ
ルアミン、ヘキシルアミン、ラウリルアミン、もしくは３－メトキシプロピルアミン、ま
たは脂肪族（アルキルアリール）アミン、たとえば２－フェニルエチルアミン、ベンジル
アミンおよび３－アミノメチルピリジルアミンである。好ましくは、第二のアミンは、該
アミン基の隣の炭素原子上に２の水素原子および１の他の異なった置換基を有するアミン
である。
【００３１】
本発明は、鋳型生成されたポリ尿素生成物をレオロジー調節剤として使用する方法にも関
する。特に、このようなレオロジー調節剤は、接着剤、印刷インク、コーティング、洗剤
、紙、板紙、繊維製品、建築材料、エンジニアリングプラスチック、顔料、掘削用流体、
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または化粧品に用いられることができる。
【００３２】
本発明は、さらに鋳型生成されたポリ尿素生成物を垂れ抑制剤（ＳＣＡ）としてコーティ
ング組成物に使用する方法（コーティング組成物中で該ポリ尿素化合物は適当なバインダ
ー中に分散されることができる。）および該鋳型生成されたポリ尿素化合物をこのような
様式で用いるコーティング組成物にも関する。「垂れ抑制」の語句は、本明細書では顔料
沈降の現象を包含するようには意図されていない。本発明に従うＳＣＡとして使用される
鋳型生成されたポリ尿素化合物は、さらに該組成物の光沢および明度を、とりわけクリア
コートについてほとんどあるいは全く減少しない利点を有する。
【００３３】
ポリイソシアネートについての接頭辞「ポリ」の使用は、少なくとも２の当該官能基がそ
れぞれの「ポリ」化合物中に存在することを表す。アミンとポリイソシアネートとの反応
の生成物によってポリ尿素生成物が調製されるときは、ニ尿素生成物または三尿素生成物
を調製することが好まれることが注記される。キラルのアミンまたはイソシアネートが使
用される場合に、得られるポリ尿素反応生成物は必ずしも光学活性ではないことも注記さ
れる。
【００３４】
ポリイソシアネートは、好ましくは脂肪族、脂環式、アラルキレン、およびアリーレンポ
リイソシアネートからなる群から、より好ましくは置換または非置換の直鎖脂肪族ポリイ
ソシアネート（およびそのイソシアヌレート、ビウレット、ウレトジオン）、ならびに置
換または非置換のアリーレン、アラルキレン、およびシクロヘキシレンポリイソシアネー
トからなる群から選択される。ポリイソシアネートは、ＮＣＯ基の間に通常２～４０、好
ましくは４～１２の炭素原子を有する。ポリイソシアネートは、好ましくは最大でも４の
イソシアネート基、より好ましくは最大でも３のイソシアネート基、最も好ましくは２の
イソシアネート基を有する。対称性の脂肪族またはシクロヘキシレンのジイソシアネート
を使用することが、さらにより好まれる。ジイソシアネートの好適な例は、好ましくはテ
トラメチレン－１，４－ジイソシアネート、ヘキサメチレン－１，６－ジイソシアネート
（ＨＭＤＩ）、トランス－シクロヘキシル－１，４－ジイソシアネート、ジシクロヘキシ
ルメタン－４，４’－ジイソシアネート、１，５－ジメチル（２，４－ω－ジイソシアナ
トメチル）ベンゼン、１，５－ジメチル（２，４－ω－ジイソシアナトエチル）ベンゼン
、１，３，５－トリメチル（２，４－ω－ジイソシアナトメチル）ベンゼン、１，３，５
－トリエチル（２，４－ω－ジイソシアナトメチル）ベンゼン、メタキシリレンジイソシ
アネート、パラキシリレンジイソシアネート、ジシクロヘキシルジメチルメタン－４，４
’－ジイソシアネート、２，４－トルエンジイソシアネート、２，６－トルエンジイソシ
アネートおよびジフェニルメタン－４，４’－ジイソシアネート（ＭＤＩ）からなる群か
ら選択される。さらに好適なポリイソシアネートは、好ましくはＨＭＤＩに基づいたポリ
イソシアネート、例としてＨＭＤＩの縮合誘導体、たとえばウレトジオン、ビウレット、
イソシアヌレート（３量体）、および非対称性３量体等からなる群から選択され、これら
の多くはＤｅｓｍｏｄｕｒ（商標）ＮおよびＴｏｌｏｎａｔｅ（商標）ＨＤＢおよびＴｏ
ｌｏｎａｔｅ（商標）ＨＤＴとして販売され、ならびに「ポリマー状ＭＤＩ」として知ら
れたポリイソシアネートである。ポリマー状ＭＤＩは、典型的には純粋なＭＤＩとＭＤＩ
のオリゴマーとの混合物である。特に好まれるポリイソシアネートは、ＨＭＤＩ、そのイ
ソシアヌレート３量体、そのビウレット、トランス－シクロヘキシル－１，４－ジイソシ
アネート、パラおよびメタキシリレンジイソシアネート、ならびにトルエンジイソシアネ
ートからなる群から選択される。最も好ましくはＨＭＤＩが選択される。
【００３５】
当業者には理解されるように、封止剤が開裂後に本発明に従うレオロジー調節剤の生成を
妨げない限り、慣用的に封止されたポリイソシアネートを使用することも可能であり、こ
れは２以上のイソシアネートをインシチューで生成する。本明細書の全体を通して、「ポ
リイソシアネート」の語は、全てのポリイソシアネートおよびポリイソシアネート生成化
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合物を表すために使用される。
【００３６】
これも当業者には理解されるように、アミンがイソシアネートに、かつイソシアネートが
アミンに転化されることができるならば、同じ尿素生成物が逆の様式で造られることがで
きる。このような「逆」合成手順の生成物も、原料物質の入手性の点から不利ではありう
るけれども、本発明の範囲の一部とみなされる。
【００３７】
本発明の好まれる実施態様に従うと、第一のポリ尿素生成物を調製するために使用される
第一のアミンは、モノアミンを含んでいる。具体的な好まれる実施態様では、これらのア
ミンはキラルであることが好ましい。より好ましくは、該モノアミンは２０％超、より好
ましくは５０％超、最も好ましくは８０％超のキラルアミンを含んでいる。
【００３８】
キラルアミンの任意の鏡像体混合物が、本発明に従うポリ尿素化合物を造るために使用さ
れることができることが理解されなければならない。キラルアミンが鏡像体のラセミ混合
物であっても、良好な結果が得られることさえできる。しかし、（鋳型として使用される
べき）第一のポリ尿素化合物を誘導するのに、キラルアミンが有意に鏡像体過剰で用意さ
れることが好まれる。「鏡像体過剰」の語句は、キラルアミンの双方の鏡像体を含んでい
るサンプル中でラセミ物質よりも一方の鏡像体が過剰であることを表すために使用される
。鏡像体過剰率はパーセントで表される。ラセミサンプル、すなわち双方の鏡像体の５０
：５０混合物は０％の鏡像体過剰率を有し、鏡像体として純粋なサンプルは１００％の鏡
像体過剰率を有する。比較的高い過剰率値において最適な結果が通常得られるが、必ずし
も１００％においてである必要はないことが注記される。鏡像体過剰率は、好ましくは少
なくとも２５％、より好ましくは少なくとも５０％、最も好ましくは少なくとも７５％で
ある。
【００３９】
好ましくは、１以上の第一のポリイソシアネートを下の一般式（I）

のキラルアミンと反応させることによって、第一のポリ尿素生成物は得られることができ
、この式で、Ｒ１およびＲ２のそれぞれは、直鎖、環式もしくは分枝鎖の、置換もしくは
非置換の、飽和もしくは不飽和のヒドロカルビルまたはヘテロ原子含有基からなる群から
独立に選択され、かつ、該アミン中の炭素原子がキラル中心であるように各キラルアミン
のＲ１およびＲ２は異なっている。より好ましくは置換基Ｒ１およびＲ２は、（任意的に
ヘテロ原子を含有する）Ｃ１～Ｃ２５のアルキル、アリール、アラルキルおよびアルケニ
ル基からなる群から独立に選択される。最も好ましくは、Ｒ２はメチル基である。置換基
のいずれかがヘテロ原子基を含んでいる場合には、該置換基は好ましくはエーテル単位の
形をしている。
【００４０】
置換基Ｒ１およびＲ２は、これらが結合されているキラル炭素Ｃ＊と一緒に合わせて、４
～８炭素原子を有する置換または非置換の環を形成することができることが、当該環が炭
素原子Ｃ＊において対掌性が維持されるようなものである限り可能である。
【００４１】
本発明の好まれる実施態様では、第一のポリ尿素化合物の誘導に使用されるキラルアミン
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は、アルファ－メチルベンジルアミン（ＡＭＢＡ）またはアミノ酸および誘導体、特にそ
のエステルを含んでいる。これについての使用に適した活性アミノ酸誘導体（好ましくは
、その天然由来の立体配置にあるもの）は、アラニン（Ａｌａ）、アミノブチル酸（Ａｂ
ｕ）、アルギニン（Ａｒｇ）、アスパラギン（Ａｓｎ）、アスパラギン酸（Ａｓｐ）、シ
ステイン（Ｃｙｓ）、グルタミン酸（Ｇｌｕ）、グルタミン（Ｇｌｎ）、ヒスチジン（Ｈ
ｉｓ）、ホモシステイン（Ｈｃｙ）、イソロイシン（Ｉｌｅ）、ロイシン（Ｌｅｕ）、リ
シン（Ｌｙｓ）、メチオニン（Ｍｅｔ）、ノルロイシン（Ｎｌｅ）、ノルバリン（Ｎｖａ
）、オルニチン（Ｏｒｎ）、フェニルアラニン（Ｐｈｅ）、セリン（Ｓｅｒ）、スレオニ
ン（Ｔｈｒ）、トリプトファン（Ｔｒｐ）、チロシン（Ｔｙｒ）、バリン（Ｖａｌ）、こ
れらのエステル誘導体および塩からなる群から選択されることができる。
【００４２】
本発明の好まれる実施態様に従うと、第二のポリ尿素化合物を誘導するのに使用されるア
ミンは、一般式（II）

を有し、この式で、Ｒ３は、直鎖もしくは分枝鎖の、置換もしくは非置換の、飽和もしく
は不飽和のヒドロカルビルまたはヘテロ原子含有基からなる群から選択される。好ましく
は、第二のアミンは、置換または非置換のベンジルアミン、ｎ－アルキルアミン、および
芳香族置換基を有するアルキルアミンからなる群から選択される。より好ましくは、第二
のアミンはベンジルアミン（ＢＡ）、ヘキシルアミン、２－フェネチルアミンおよびアミ
ノメチルピリジン（ＡＭＰ）を含んでいる。
【００４３】
第一のアミンがキラルアミンを含んでいるような実施態様において、第一および第二のポ
リ尿素化合物のモルホロジー間の差異をはっきりさせる際に、アミンIの置換基Ｒ１がア
ミンIIの置換基Ｒ３と実質的に同形であるならば、最適な結果が得られることができるこ
とが発見された。本明細書で使用される実質的に同形は、置換基Ｒ１およびＲ３の大きさ
が実質的に同じであることを意味する。
【００４４】
第一および第二のポリ尿素化合物の生成において、アミノ化合物のアミノ基の数と（生成
された）イソシアネート基の数との比は、０．７～１．５の範囲内にあることができる。
好ましくは、該比は約０．９～１．１である。
【００４５】
当業者には明白であるように、各イソシアネート成分および各アミン成分間の反応は、該
反応成分を一緒にすることによって任意の自由裁量的に選択された様式で、任意的に高め
られた温度で実施されることができる。０℃～１５０℃の範囲内、より特には２０℃～８
０℃の範囲内の温度で、該反応は実施されることが好まれる。一般に、反応成分は任意の
自由裁量的に選択された様式で一緒にされるけれども、好ましくは各イソシアネート成分
は各アミン成分に添加され、所望であればこれは数段階で行われることができる。任意的
に、不活性溶媒、たとえば、アセトン、メチルイソブチルケトン、Ｎ－メチルピロリドン
、ベンゼン、トルエン、キシレン、もしくは脂肪族炭化水素、たとえば石油エーテル、ア
ルコール、および水、もしくはこれらの混合物の存在下に、または最終コーティング配合
物のためのバインダーもしくは任意の他のコーティング配合物成分の存在下に、反応は実
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施されることができる。本明細書で「不活性」の語は、ポリ尿素の生成過程に溶媒が有意
に干渉しないことを表し、溶媒が存在するときに生成されるポリ尿素の量が、溶媒が存在
しないときに製造された量の少なくとも８０％であることを、これは意味する。少量の共
反応性成分がこの反応に意図的に用いられて、結晶改質剤として作用すること、より特に
は沈降後の結晶の大きさまたは得られた結晶のコロイド安定性を変えることも可能である
。
【００４６】
第一のポリ尿素コロイドの存在下に第二のポリ尿素化合物が順次的に沈降することによっ
て、鋳型生成された化合物は形成される。それによって上記が達成されることができるで
あろうところのインシチューおよびエックスシチュー（別の場所で）の反応の多数の組み
合わせに、当業者は気が付くだろう。これに限定されないが、第一の方法は、第一のポリ
尿素化合物がインシチューの成分の反応によって、好ましくはポリマー状バインダー環境
の存在下に生成され、第一の反応容器中に沈降され、次にそこへ第二のアミンおよび第二
のイソシアネートが添加され、反応され、そしてその生成物が沈降されることができるこ
とである。このような実施態様では、第一の析出物が反応容器中に沈降することが許され
ないことが肝要である。すなわち、本発明に従う多くの微細な第一のポリ尿素化合物は実
際には沈降しないだろうが、必要な場合、撹拌またはかき混ぜのような手段によって分散
状態に保たれることができる。他の方法では、第一のポリ尿素化合物の溶液が独立に調製
され、樹脂環境に付加混合されて、沈降し、段階１の種コロイドを形成することができる
。第二のポリ尿素化合物もまた独立に調製され、当該第一のポリ尿素化合物を調製するた
めに使用された経路にかかわらず、段階１のコロイドの存在下に、適当な溶媒中の溶液と
して付加混合されて、沈降することができる。
【００４７】
第一のポリ尿素化合物の結晶化に用いられている環境および条件からのこれらの有意の変
化後に、たとえば外部成分（たとえば、樹脂および共溶媒）の添加または温度もしくは粘
度を変えることによって、第二のポリ尿素が結晶化することが許されることができること
が可能となる。
【００４８】
第一および第二のポリ尿素化合物のそれぞれの調製は、任意的にバインダーの存在下に実
施されることもでき、第一のポリ尿素化合物がホスト樹脂環境中でコロイドとして調製さ
れることが好まれることは確かである。バインダーとイソシアネートとの混合物をアミン
成分と混合することによって、またはイソシアネートをバインダーとアミン成分との混合
物と混合することによって、またはバインダーの２の混合物をそれぞれアミン成分および
ＮＣＯ成分と混合することによって、これは行われることができる。バインダーがアミン
あるいはイソシアネートのいずれかと非常に反応性であるならば、該バインダーとその特
定の敏感な化合物とは予混合されることができないことは明らかであろう。「非常に反応
性」の語句は、本明細書では、アミノ酸誘導体およびイソシアネートがレオロジー調節剤
を調製するために混合される前に、該敏感なアミンまたはイソシアネートの３０％超がバ
インダーと反応することを意味する。バッチまたは連続方法で、反応物を激しく撹拌して
、任意の好都合な様式で混合操作は実施されることができる。アミン成分がイソシアネー
トに添加されてもよいし、またはイソシアネートがアミン成分に添加されてもよく、どち
らか最も好都合な方である。バインダーが使用され、アミン成分あるいはイソシアネート
のいずれかが該バインダーと非常に反応性であるならば、好ましくは該バインダーと最も
反応性である化合物が、該バインダーと最も低度に反応性である化合物と該バインダーと
の混合物に添加される。
【００４９】
本発明の１の好まれる実施態様では、最終コーティング組成物のバインダーまたは硬化成
分中で、バインダー分散物が依然、流体として取り扱われることができ、その後に任意的
にさらなるバインダー、硬化成分および／または他の（慣用の）添加剤を使用して、コー
ティング組成物に使用されることができるような低い濃度で、鋳型生成ポリ尿素化合物は
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製造される。レオロジー調節剤がバインダー中で製造されるときは、適切な撹拌下に２０
～８０℃の範囲内の温度で好ましくは調製される。
【００５０】
鋳型生成された尿素成分をホスト樹脂環境中へと導入する方法は、連続または不連続であ
ることができる。
【００５１】
本発明はさらに、上記の鋳型生成されたポリ尿素化合物をレオロジー調節剤として、特に
コーティング、接着剤、印刷インク、洗剤、紙、板紙、繊維製品、建築材料、エンジニア
リングプラスチック、顔料、掘削用流体、または化粧品に使用する方法に関する。該ポリ
尿素化合物の最も重要な用途は、垂れ抑制剤としてコーティング組成物に使用することで
ある。
【００５２】
本発明はさらに、バインダーおよび垂れ抑制剤としてのポリ尿素化合物を含んでいるコー
ティング組成物、または本発明に従う垂れ抑制剤組成物にも関する。該コーティング組成
物は、好ましくはポリ尿素化合物（該コーティング組成物の全固形分重量当たり）０．０
５～４重量パーセント（％）、より好ましくは０．０５～２重量％を含んでいる。本発明
は、本発明に従うコーティング組成物から調製されたコーティングにも関する。これらの
コーティングは、垂れ抵抗および光学的外観のより良好な組み合わせを有する。
【００５３】
鋳型生成されたポリ尿素化合物、バインダーおよび任意的な他のコーティング組成物成分
を混合することによって、コーティング組成物は調製される。好ましくは、バインダー物
質中に分散された鋳型生成ポリ尿素化合物を含んでいる垂れ抑制剤組成物のマスターバッ
チが用いられ、これにさらなる成分が添加されることができる。このようなマスターバッ
チは、バインダー、溶媒、および（該組成物の全固形分重量当たり）０．１～１０重量％
、好ましくは０．２～７重量％、最も好ましくは０．５～５重量％のポリ尿素化合物を含
んでいることができ、該ポリ尿素化合物は該バインダー中に分散されている。バインダー
含有量は、好ましくは（該組成物の全重量当たり）５０～８０重量％であり、他の助剤、
たとえば分散剤を含有することができる。このマスターバッチＳＣＡ組成物は、流体とし
て取り扱われることができ、コーティング組成物と容易に混合されることができる。
【００５４】
鋳型生成されたポリ尿素化合物は、コーティング組成物に種々の異なった様式でも添加さ
れることができると予想されるけれども、順次反応段階の終了後に混合物が固体様物質と
して得られるようなイソシアネートおよびアミンの反応物の量で、バインダーは混合され
ることができ、該固体様物質は上述のマスターバッチとして使用されることができる。第
一のポリ尿素化合物をもたらす反応の段階で、バインダーは添加されることができる。あ
るいは、第二のポリ尿素化合物を生成し、この化合物を第一のポリ尿素化合物上に析出さ
せる反応の段階の前、その間またはその後に、バインダーは添加されることができる。得
られた混合物は、バインダー９５～１、好ましくは９４～５０、より好ましくは９３～７
５重量部に対して、レオロジー調節剤５～９９、好ましくは６～５０、より好ましくは７
～２５重量部からなることができる。任意的に、さらなる希釈剤または助剤が該混合物に
添加されて、マスターバッチが誘導されることができる。
【００５５】
本発明に従うチキソトロピー性にされることができるバインダーは、概して任意の自由裁
量的に選択されたバインダーであることができる。しかし、好適な例は、ポリエステル、
ポリウレタン、アルキド樹脂、アクリル樹脂、エポキシ樹脂、不飽和ポリエステル樹脂を
含み、任意的にスチレンおよび／または１以上の他のモノマー状化合物、たとえば（メタ
）アクリルモノマーもしくはアリル化合物と混合されてもよい。バインダー上の官能基は
、ヒドロキシル基、酸基、カルバメート基、エポキシ基、（メタ）アクリロイル基、反応
性エーテル基、（封止された）イソシアネート基、ケト基、アミン基、ヒドラジド基、ア
リル基および他の不飽和基を含んでいることができる。上述のバインダーは、溶剤または
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水の溶媒中の溶液または分散物として、溶剤媒体性または水媒体性であることができ、あ
るいは何らの溶媒なしに供給されることができる。最終コーティング組成物中およびレオ
ロジー調節剤のマスターバッチ中のバインダーは、同じまたは異なった組成であることが
できる。
【００５６】
比較的低度に望まれるけれども、レオロジー調節剤を含んでいるバインダーまたは硬化組
成物は、当該レオロジー調節剤の存在下に、またはバインダーまたは硬化化合物ならびに
レオロジー調節剤を同時に調製することによって、調製されまたは改質されることもでき
る。レオロジー調節剤またはレオロジー調節剤の出発物質とバインダーまたは硬化化合物
の出発物質とを一緒にし、後続の反応でレオロジー調節剤含有バインダーまたは硬化組成
物を生成することに、当業者は何の問題もないだろう。
【００５７】
本発明は、さらにバインダーおよび本発明に従うレオロジー調節剤を含んでいるコーティ
ング組成物に関する。レオロジー調節剤が使用されて、コーティング組成物が処方される
と、得られたコーティング組成物は、本明細書でチキソトロピー性と呼ばれている改良さ
れたレオロジーを示し、該レオロジー調節剤の分散粒子の大きさおよび屈折率に応じて、
不透明な、乳白色のまたは透明でさえある外観を有することができる。
【００５８】
任意的に、本発明のコーティング組成物のいずれにも慣用の添加剤が存在することができ
、たとえば他の共バインダー、架橋剤、溶媒および／もしくは分散添加剤、顔料分散剤、
染料、顔料、ナノ粒子、紫外線硬化添加剤、流れ添加剤、他のレオロジー調節剤、溶媒、
および硬化反応促進剤、例として酸性化合物、たとえばｐ－トルエンスルホン酸またはこ
れらの封止された生成物である。コーティング組成物は、溶剤媒体性または溶剤なしであ
ってもよい他の慣用のレオロジー調節剤を含んでいてもよい。他の実施態様では、他の慣
用のレオロジー調節剤は水に基づいた液状物である。
【００５９】
任意の所望の様式で、たとえばロール掛け法、エアまたは静電スプレー法、刷毛塗り法、
散布法、キャスティング法および浸漬法によって、チキソトロピー性コーティング組成物
は基体に施与されることができる。
【００６０】
レオロジーが変えられる程度は、とりわけ鋳型生成されたポリ尿素化合物の割合および性
質ならびに組成物の成分に左右される。概して、組成物の全重量当たり、好ましくは少な
くとも０．０１％、より好ましくは少なくとも０．０５％、さらにより好ましくは少なく
とも０．１０％、最も好ましくは少なくとも０．１５％、かつ、好ましくは最大でも３０
％、より好ましくは最大でも１０％、さらにより好ましくは最大でも３％、最も好ましく
は最大でも１．５％の量でレオロジー調節剤を用いることによって、チキソトロピー性の
所望の程度は得られることができる。
【００６１】
本発明に従うチキソトロピー性組成物は、極性および／または非極性の溶媒を含有しても
よい。好ましくは、室温のみならずチキソトロピー性が崩壊する限度以下の高められた温
度でもチキソトロピー性は存在し、その結果、本発明に従うチキソトロピー性組成物は、
室温での使用に、およびたとえば２５℃～２５０℃の範囲内で、好ましくは１６５℃未満
で２～１２０分間、塗料を焼き付ける（硬化する）のに適する。
【００６２】
すべての種類の熱可塑性および架橋性コーティング配合物にレオロジー調節剤は使用され
ることができ、好ましくはポリオール－イソシアネート硬化（たとえば、全ての封止され
たイソシアネート、およびＯＨ官能基がカルバメート基において交換されることができる
Ｃｙｌｉｎｋ　２０００（商標Ｃｙｔｅｃ）のような化合物）、ホルムアルデヒドに基づ
いた架橋剤によるポリオール硬化（たとえば、普通に使用されるメラミンホルムアルデヒ
ドのタイプ）、ホルムアルデヒドに基づいた架橋剤によるポリカルバメート、イソシアネ
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ートによる立体障害アミン（たとえば、Ｄｅｓｍｏｐｈｅｎ（商標）ＮＨ　１２２０、Ｄ
ｅｓｍｏｐｈｅｎ（商標）ＮＨ　１４２０、およびＤｅｓｍｏｐｈｅｎ（商標）ＮＨ　１
５２１）、イソシアネートによるチオール、（メタ）アクリロイルに基づいたコーティン
グ組成物、（酸、酸無水物またはアミンを架橋剤として使用する）エポキシ硬化性コーテ
ィング組成物、ならびにこれらの化学反応の１以上を組み合わせた任意の系に基づいたコ
ーティング組成物に使用され、該これらの化学反応の１以上を組み合わせた任意の系は混
成硬化性コーティング組成物（たとえば、ＯＨ－ＮＣＯ硬化系に組み込まれたアクリロイ
ルに基づいた系）とも呼ばれる。本発明のレオロジー調節剤と組み合わされて使用される
ことができる他の架橋化学反応は、ケト官能性バインダー、またはアセトアセトキシ官能
性バインダー、または（たとえば、不飽和ポリエステルを使用する）酸化機構によっても
しくは熱ラジカル開始剤、光開始系、もしくは高エネルギー放射によって誘起されるラジ
カル機構によって硬化することができるバインダーに基づいている。
【００６３】
本発明の好まれる実施態様に従うと、鋳型生成されたポリ尿素化合物（チキソトロープ剤
）、バインダーおよび／または溶媒を含んでいるコーティング組成物を硬化する方法は、
硬化温度（Ｔ硬化）が当該チキソトロープ剤の内部に含まれている第一のポリ尿素反応生
成物の溶解温度よりも高い（Ｔ硬化＞Ｔｍ１）が、当該チキソトロープ剤の内部に含まれ
ている第二のポリ尿素反応生成物の溶解温度よりも低いように（Ｔ硬化＜Ｔｍ２）選択さ
れた硬化温度まで当該組成物を加熱することを含む。
【００６４】
コーティング用途の他に、本発明のレオロジー調節剤が使用されることができる他の用途
は、接着剤、印刷インク、たとえばスクリーン印刷用途または防曇用途における印刷イン
ク、洗剤および洗浄用途、紙および板紙産業、繊維製品、皮革、およびカーペット用途、
建築材料、顔料組成物、採掘および化粧品である。
【００６５】
実施例
【００６６】
本発明の生成物の実施例および比較例がこれから、例示の目的のためのみに、かつ本発明
を限定することなく記載される。実施例および比較例は添付図を参照して記載される。
【００６７】
実施例および比較例に引用されている化合物は、以下の通りポリ尿素化合物の製造に普通
に使用される工業的に入手可能な化合物と認識される。
【００６８】
Ｓｅｔａｌｕｘ（商標）、Ｓｅｔａｌ（商標）およびＳｅｔａｍｉｎｅ（商標）の配合物
は、全てＮｕｐｌｅｘ　Ｒｅｓｉｎｓ社から入手可能であり、ここで、i）Ｓｅｔａｌ（
商標）１６６　ＳＳ－８０はブチルアセテート／ｏ－キシレン中ポリエステルポリオール
８０％を含んでいる。ii）Ｓｅｔａｌｕｘ（商標）１７１５　ＶＸ－７はＳｏｌｖｅｓｓ
ｏ　１００／ｏ－キシレン中飽和ポリエステル樹脂７４％を含んでいる。iii）Ｓｅｔａ
ｌｕｘ（商標）１７６７　ＶＶ－６５はＳｏｌｖｅｓｓｏ　１００中アクリルポリオール
６７％を含んでいる。iｖ）Ｓｅｔａｌｕｘ（商標）１７５７　ＶＸ－７０はＳｏｌｖｅ
ｓｓｏ　１００中熱硬化性ヒドロキシル化アクリルコポリマー７０％を含んでいる。ｖ）
Ｓｅｔａｌｕｘ（商標）１７６０　ＶＢ－６４はＳｏｌｖｅｓｓｏ　１００／ｎ－ブタノ
ール中熱硬化性ヒドロキシル化アクリルコポリマー６４％を含んでいる。ｖi）Ｓｅｔａ
ｌｕｘ（商標）８５０３　ＳＳ－６０はブチルアセテート中熱硬化性エポキシ官能性アク
リル６０％を含んでいる。ｖii）Ｓｅｔａｍｉｎｅ（商標）ＵＳ１３８はブチル化メラミ
ンホルムアルデヒド樹脂を含んでいる。
　Ｓｏｌｖｅｓｓｏ（商標）配合物は、ＥｘｘｏｎＭｏｂｉｌ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ社か
ら入手可能な芳香族炭化水素である。
　Ｃｙｍｅｌ（商標）３０３は、Ｃｙｔｅｃ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ社から入手可能なメ
チル化メラミン樹脂である。
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　Ｎａｃｕｒｅ（商標）５２２５は、Ｋｉｎｇ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ　Ｕ．Ｓ．Ａ．社
から入手可能なイソプロパノール（ＩＰＡ）中のドデシルベンゼンスルホン酸（ＤＤＢＳ
Ａ）溶液である。
　Ｔｏｌｏｎａｔｅ（商標）は、Ｒｈｏｄｉａ社から入手可能なイソシアネート架橋剤で
ある。
（上記の商標の登録は了知され、その故に上付き文字ＴＭは以後省略される。）
【００６９】
さらに、本明細書において以下の一般的な省略形が利用される。
　ＨＤＩ：　　　　　　 ヘキサメチレンジイソシアネート
　ＡＭＢＡ：　　　　 アルファ（α－）メチルベンジルアミン
　ＢＡ：　　　　　　　ベンジルアミン
　Ｌ－ａｌａｂｕ：　　 Ｌ－アラニンブチルエステル
【００７０】
接頭辞Ｒ－、Ｓ－（本明細書においてはアミンに用いられる。）およびＬ－（本明細書に
おいてはアミノ酸に用いられる。）は、立体中心の命名法におけるこれらの通常の意味に
従って使用される。
【００７１】
配合物の調製
【００７２】
下記の実施例および比較例では、ポリオールバインダーの存在下にポリイソシアネートと
モノアミンとを反応させることによって、コーティング組成物のための種々の垂れ抑制剤
（以降、ポリオールＳＣＡ混合物と呼ばれる。）が調製された。
【００７３】
適切なポリオールＳＣＡ混合物に、ある量の同じ種類の非改質ポリオールと、ある量のＳ
ｅｔａｍｉｎｅ　ＵＳ１３８とを、乾燥重量比（ポリオール／メラミン架橋剤）７０／３
０でブレンドすることによって、１成分（１Ｋ）ポリオール配合物が調製され、さらにＳ
ｏｌｖｅｓｓｏ　１００で希釈されて、７００ｍＰａ・秒の高せん断粘度を有する配合物
とされた。これは、スプレーされ基体に到達する塗料に典型的であると推定される粘度の
レベルである。全乾燥重量当たりの、使用されたアミンおよびイソシアネートの量に、報
告されたＳＣＡの量は基づいている。
【００７４】
適切なポリオールＳＣＡ混合物に、ある量の同じ種類の非改質ポリオールと、ある量のＴ
ｏｌｏｎａｔｅ　ＨＤＴイソシアネート架橋剤とを、約１のＯＨ－ＮＣＯの化学量論を得
るための比でブレンドすることによって、ポリオール２Ｋ配合物が調製された。この混合
物はブチルアセテートでさらに希釈されて、７００ｍＰａ・秒の高せん断粘度が得られた
。報告されたＳＣＡの量は、全乾燥重量に基づいたものである。
【００７５】
ＳＣＡ改質された、適切な量のエポキシ官能性樹脂に、ある量の非改質の同じエポキシ官
能性樹脂と、欧州特許出願公開第０２７５１３８号明細書（この開示は本明細書に取り込
まれる。）の調製Ｃに従って調製された三酸溶液とを、酸基およびエポキシ基の１：１の
化学量論を得るようにブレンドすることによって、エポキシ酸配合物が調製された。この
配合物はブチルアセテートでさらに希釈されて、７００ｍＰａ・秒の高せん断粘度が得ら
れた。
【００７６】
典型的な厚さの垂直な濡れ膜への重力の効果をシミュレートする、０．５Ｐａの一定せん
断応力における、存在する全てのレオロジー構造を破壊するための短い高せん断処理後に
、応力が制御されるレオメータで室温において、コンプライアンス測定は実施された。室
温における濡れ膜によって示される流れの累積量に、該コンプライアンスは比例すると考
えられる。
【００７７】
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以降の全ての実施例について（第二段階のポリ尿素化合物のみからなる比較実施例とはは
っきり区別されて）、得られたコーティング配合物ならびにそれからもたらされるコーテ
ィングは、光学的に透明でありヘイズがなかった。本発明に従って調製された物質の重要
な利点を、この側面は示している。
【００７８】
〔実施例１〕
Ｓｅｔａｌ　１６６　ＳＳ－８０中の（９０：１０）Ｓ／Ｒ－ＡＭＢＡ＋ＨＤＩ／ＢＡ＋
ＨＤＩ（１：１）
Ｓｅｔａｌ　１６６　ＳＳ－８０の１００．０ｇが反応器に加えられ、回転円盤溶解機を
１５００ｒｐｍで２分間使用して、Ｒ－（＋）－α－メチルベンジルアミン０．０６ｇ（
０．５ミリモル）およびＳ－（－）－α－メチルベンジルアミン０．５８ｇ（４．８ミリ
モル）と混合された。撹拌速度が４０００ｒｐｍまで上げられ、１，６－ヘキサメチレン
ジイソシアネート０．４６ｇ（２．７ミリモル）が注射器を使用して添加された。混合物
が４０００ｒｐｍでさらに３０秒間撹拌された。撹拌速度が１０００ｒｐｍまで下げられ
、２分間後にベンジルアミン０．６０ｇ（５．６ミリモル）が添加された。１，６－ヘキ
サメチレンジイソシアネート０．４９ｇ（２．９１ミリモル）とブチルアセテート０．４
９ｇとの混合物が、ポンプを使用して１５分間で反応器に添加された。この混合物が１０
００ｒｐｍでさらに３０秒間撹拌された。
【００７９】
［実施例１Ａ］
【００８０】
Ｓｅｔａｌ　１６６　ＳＳ－８０中の（９０：１０）Ｓ／Ｒ－ＡＭＢＡ＋ＨＤＩ／ＢＡ＋
ＨＤＩ（１：１）
Ｓｅｔａｌ　１６６　ＳＳ－８０の１００．０ｇが反応器に加えられ、回転円盤溶解機を
１５００ｒｐｍで２分間使用して、Ｒ－（＋）－α－メチルベンジルアミン０．０６ｇ（
０．５０ミリモル）およびＳ－（－）－α－メチルベンジルアミン０．５８ｇ（４．８ミ
リモル）と混合された。撹拌速度が４０００ｒｐｍまで上げられ、１，６－ヘキサメチレ
ンジイソシアネート０．４６ｇ（２．７ミリモル）が注射器を使用して添加された。混合
物が４０００ｒｐｍでさらに３０秒間撹拌された。撹拌速度が１０００ｒｐｍまで下げら
れ、５分間後にベンジルアミン０．６０ｇ（５．６ミリモル）が添加された。混合物が１
０００ｒｐｍでさらに２分間撹拌された。撹拌速度が１５００ｒｐｍまで上げられ、１，
６－ヘキサメチレンジイソシアネート０．５０ｇ（２．９７ミリモル）が注射器を使用し
て添加された。この混合物が１０００ｒｐｍでさらに３０秒間撹拌された。
【００８１】
［比較例Ａ］
【００８２】
Ｓｅｔａｌ　１６６　ＳＳ－８０中のＢＡ＋ＨＤＩ
Ｓｅｔａｌ　１６６　ＳＳ－８０の１００．０ｇが反応器に加えられ、回転円盤溶解機を
１５００ｒｐｍで５分間使用して、ベンジルアミン１．２２ｇ（１１．４ミリモル）と混
合された。撹拌速度が４０００ｒｐｍまで上げられ、１，６－ヘキサメチレンジイソシア
ネート０．９９ｇ（５．９ミリモル）が注射器を使用して添加された。混合物は４０００
ｒｐｍでさらに３０秒間撹拌され、その性状は濁っていた。
【００８３】
［比較例２］
【００８４】
Ｓｅｔａｌ　１６６　ＳＳ－８０中の（９０：１０）Ｓ／Ｒ－ＡＭＢＡ＋ＨＤＩ
Ｓｅｔａｌ　１６６　ＳＳ－８０の１００．０ｇが反応器に加えられ、回転円盤溶解機を
１５００ｒｐｍで５分間使用して、Ｒ－（＋）－α－メチルベンジルアミン０．１４ｇ（
１．１５ミリモル）およびＳ－（－）－アルファメチルベンジルアミン１．１６ｇ（９．
６ミリモル）と混合された。撹拌速度が４０００ｒｐｍまで上げられ、１，６－ヘキサメ
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チレンジイソシアネート０．９３ｇ（５．５ミリモル）が注射器を使用して添加された。
混合物が４０００ｒｐｍでさらに３０秒間撹拌された。
【００８５】
上記のように、Ｓｅｔａｌ　１６６およびＴｏｌｏｎａｔｅ　ＨＤＴ（イソシアネート架
橋剤）に基づいて、実施例１ならびに比較例１および２の物質から配合物（２Ｋ）が造ら
れた。種々の実施例（比較例）について様々のレベルのＳＣＡを有する配合物で測定され
たコンプライアンスが図１に示される。比較例１から誘導された配合物は図１に含まれて
いない。何故ならば、これはかなり低度にレオロジー的に活性であることが見出されたか
らである。すなわち、ＳＣＡ１．２％のレベルにおいてさえ、９０Ｐａ－１超のコンプラ
イアンスが認められる。図１の最も重要な特徴は、実施例１に基づきかつ鋳型生成された
ＳＣＡを用いている配合物のコンプライアンス値が、ＳＣＡの全てのレベルにおいて、純
粋なＳＡＭＢＡ－ＨＤＩのそれよりもなお一層低いことである。
【００８６】
実施例１に記載された「鋳型生成された」ＳＣＡのモルホロジーは、図２に示される。こ
れは、形態および微細さにおいてＳＡＭＢＡ－ＨＤＩのそれら（図３）に近接して対応し
、ＢＡ－ＨＤＩのそれら（図４）には、この後者の化合物が該尿素物質の半分を構成する
けれども、対応しないことが判る。明らかに、予形成されたＳＡＭＢＡ－ＨＤＩ上へとＢ
Ａ－ＨＤＩを成長させ、このようにしてＢＡ－ＨＤＩ上へとＳＡＭＢＡ－ＨＤＩの好まし
いモルホロジーを移転することに、本発明者らは成功した。
【００８７】
図２～４に示されたこのモルホロジーは、ＳＣＡを含有するサンプルの透明性に影響を与
える。ＢＡ－ＨＤＩ配合物は室温で濁った特性を有するけれども、鋳型生成された物質は
はるかに大きい透明性を有し、ＳＡＭＢＡ－ＨＤＩの比較例に似ている。全てのＳＣＡ粒
子が溶解または反応によって消失するわけではない条件下に該配合物が硬化されるならば
、この透明性は強力な利点でありうる。
【００８８】
実施例１からの２段階ＳＣＡのさらなる効果は図５に示され、この図においては、レオメ
ータ中で室温において０．５Ｐａのせん断応力下に５分間、構造の形成が許された後に、
実施例１および比較例１～３から誘導された配合物の粘度が温度の関数として測定されて
、硬化オーブン中の効果が模擬された。比較例１はその構造を高温度まで維持する一方、
比較例２は、おそらくはそのより低い融点の故に、加熱工程のより早い段階でその有効性
を失うことを、図５は示す。鋳型生成されたＳＡＭＢＡ－ＨＤＩ／ＢＡ－ＨＤＩの温度挙
動は、その構造が中間の温度まで実質的に維持される点で異なっている。鋳型生成された
ポリ尿素ＳＣＡのレオロジー構造の実効的な構造崩壊の温度を微調整することが可能であ
ることを、この効果は示す。
【００８９】
〔実施例２〕
Ｓｅｔａｌ　１６６　ＳＳ－８０中の（９０／１０）Ｓ／Ｒ－ＡＭＢＡ＋ＨＤＩ／ＢＡ＋
ＨＤＩ（１：１）
Ｓｅｔａｌ　１６６　ＳＳ－８０の１００．０ｇが反応器に加えられ、回転円盤溶解機を
１５００ｒｐｍで２分間使用して、Ｒ－（＋）－α－メチルベンジルアミン０．０６ｇ（
０．５ミリモル）およびＳ－（－）－α－メチルベンジルアミン０．５８ｇ（４．８ミリ
モル）と混合された。撹拌速度が４０００ｒｐｍまで上げられ、１，６－ヘキサメチレン
ジイソシアネート０．４６ｇ（２．７ミリモル）が注射器を使用して添加された。混合物
が４０００ｒｐｍでさらに３０秒間撹拌された。撹拌速度が１０００ｒｐｍまで下げられ
、２分間後にベンジルアミン０．６０ｇ（５．６ミリモル）が添加された。１，６－ヘキ
サメチレンジイソシアネート０．４９ｇ（２．９ミリモル）とブチルアセテート０．４９
ｇとの混合物が、ポンプを使用して１５分間で反応器に添加された。この混合物が１００
０ｒｐｍでさらに３０秒間撹拌された。
【００９０】
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〔実施例３〕
Ｓｅｔａｌ　１６６　ＳＳ－８０中の（９０／１０）Ｓ／Ｒ－ＡＭＢＡ＋ＨＤＩ／ＢＡ＋
ＨＤＩ（１：２）
Ｓｅｔａｌ　１６６　ＳＳ－８０の１００．０ｇが反応器に加えられ、回転円盤溶解機を
１５００ｒｐｍで２分間使用して、Ｒ－（＋）－α－メチルベンジルアミン０．０４ｇ（
０．３３ミリモル）およびＳ－（－）－α－メチルベンジルアミン０．３８ｇ（３．１ミ
リモル）と混合された。撹拌速度が４０００ｒｐｍまで上げられ、１，６－ヘキサメチレ
ンジイソシアネート０．３０ｇ（１．８ミリモル）が注射器を使用して添加された。混合
物が４０００ｒｐｍでさらに３０秒間撹拌された。撹拌速度が１０００ｒｐｍまで下げら
れ、２分間後にベンジルアミン０．８１ｇ（７．６ミリモル）が添加された。１，６－ヘ
キサメチレンジイソシアネート０．６５ｇ（３．９ミリモル）とブチルアセテート０．６
５ｇとの混合物が、ポンプを使用して１５分間で反応器に添加された。この混合物が１０
００ｒｐｍでさらに３０秒間撹拌された。
【００９１】
〔実施例４〕
Ｓｅｔａｌ　１６６　ＳＳ－８０中の（９０／１０）Ｓ／Ｒ－ＡＭＢＡ＋ＨＤＩ／ＢＡ＋
ＨＤＩ（１：３）
Ｓｅｔａｌ　１６６　ＳＳ－８０の１００．０ｇが反応器に加えられ、回転円盤溶解機を
１５００ｒｐｍで２分間使用して、Ｒ－（＋）－α－メチルベンジルアミン０．０３ｇ（
０．２５ミリモル）およびＳ－（－）－α－メチルベンジルアミン０．２９ｇ（２．４ミ
リモル）と混合された。撹拌速度が４０００ｒｐｍまで上げられ、１，６－ヘキサメチレ
ンジイソシアネート０．２３ｇ（１．４ミリモル）が注射器を使用して添加された。混合
物が４０００ｒｐｍでさらに３０秒間撹拌された。撹拌速度が１０００ｒｐｍまで下げら
れ、２分間後にベンジルアミン０．９１ｇ（８．５ミリモル）が添加された。１，６－ヘ
キサメチレンジイソシアネート０．７４ｇ（４．４ミリモル）とブチルアセテート０．７
４ｇとの混合物が、ポンプを使用して１５分間で反応器に添加された。この混合物が１０
００ｒｐｍでさらに３０秒間撹拌された。
【００９２】
実施例２～４からの物質（これらは、使用されたＳＡＭＢＡ－ＨＤＩ物質とこの上へと成
長されたＢＡ－ＨＤＩ物質との相対量において様々である。）が、２Ｋポリオール－イソ
シアネートコーティングとして配合され、これらのそれぞれのコンプライアンスがせん断
応力０．５Ｐａにおいて記録された。該値が表１に示され、図１に示されたものと比較さ
れることができる。２段階方法の手順の詳細において異なるのみであるので、実施例１ａ
および２は同等であるとみなされることができる。すなわち、双方は非常に低いコンプラ
イアンス値を示す。
【表１】

【００９３】
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ＳＡＭＢＡ－ＨＤＩ核生成尿素の量が全ＳＣＡの２５％まで下げられても、フラッシュオ
フコンプライアンスは非常に低いままであることが判る。
【００９４】
〔実施例５〕
Ｓｅｔａｌｕｘ　１７１５　ＶＸ－７４中の（９０／１０）Ｓ／Ｒ－ＡＭＢＡ＋ＨＤＩ／
ＢＡ＋ＨＤＩ（１：１）
Ｓｅｔａｌｕｘ　１７１５　ＶＸ－７４の１２５．０ｇが反応器に加えられ、回転円盤溶
解機を１５００ｒｐｍで２分間使用して、Ｒ－（＋）－α－メチルベンジルアミン０．０
７ｇ（０．６ミリモル）およびＳ－（－）－α－メチルベンジルアミン０．６７ｇ（５．
５ミリモル）と混合された。撹拌速度が４０００ｒｐｍまで上げられ、１，６－ヘキサメ
チレンジイソシアネート０．５３ｇ（３．１５ミリモル）が注射器を使用して添加された
。混合物が４０００ｒｐｍでさらに３０秒間撹拌された。撹拌速度が１０００ｒｐｍまで
下げられ、２分間後にベンジルアミン０．７０ｇ（６．５ミリモル）が添加された。１，
６－ヘキサメチレンジイソシアネート０．５６ｇ（３．３ミリモル）とブチルアセテート
０．５６ｇとの混合物が、ポンプを使用して１５分間で反応器に添加された。この混合物
が１０００ｒｐｍでさらに３０秒間撹拌された。
【００９５】
［比較例３］
【００９６】
Ｓｅｔａｌｕｘ　１７１５　ＶＸ－７４中のＳ－ＡＭＢＡ＋ＨＤＩ
Ｓｅｔａｌｕｘ　１７１５　ＶＸ－７４の１００．０ｇが反応器に加えられ、回転円盤溶
解機を１５００ｒｐｍで２分間使用してＳ－（－）－α－メチルベンジルアミン１．１９
ｇ（９．８２ミリモル）と混合された。撹拌速度が４０００ｒｐｍまで上げられ、１，６
－ヘキサメチレンジイソシアネート０．８５ｇ（５．１ミリモル）が注射器を使用して添
加された。混合物が４０００ｒｐｍでさらに３０秒間撹拌された。
【００９７】
［比較例４］
【００９８】
Ｓｅｔａｌｕｘ　１７１５　ＶＸ－７４中のＢＡ＋ＨＤＩ
Ｓｅｔａｌｕｘ　１７１５　ＶＸ－７４の１００．０ｇが反応器に加えられ、回転円盤溶
解機を１５００ｒｐｍで２分間使用してベンジルアミン１．１３ｇ（１０．５ミリモル）
と混合された。撹拌速度が４０００ｒｐｍまで上げられ、１，６－ヘキサメチレンジイソ
シアネート０．９２ｇ（５．５ミリモル）が注射器を使用して添加された。混合物が４０
００ｒｐｍでさらに３０秒間撹拌され、その性状は濁っていた。
【００９９】
実施例５ならびに比較例３および４のＳｅｔａｌｕｘ　１７１５樹脂とＳｅｔａｍｉｎｅ
　ＵＳ１３８とに基づいて、配合物（「１Ｋ」）が調製され、コンプライアンス実験にお
いて試験された。結果が表２に示される。
【表２】
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【０１００】
このような１Ｋ配合物においても、実施例５からの鋳型生成されたＳＣＡは、別々に調製
されたいずれの成分よりもフラッシュオフコンプライアンスを下げるのに効果的である。
【０１０１】
〔実施例６〕
Ｓｅｔａｌｕｘ　１７６７　ＶＶ－６５中のＳ－ＡＭＢＡ＋ＨＤＩ／ＢＡ＋ＨＤＩ（１：
１）
Ｓｅｔａｌｕｘ　１７６７　ＶＸ－６５の６００ｇが反応器に加えられ、回転円盤溶解機
を１５００ｒｐｍで５分間使用して、Ｓ－（－）－α－メチルベンジルアミン４．４０ｇ
（３６．３ミリモル）と混合された。温度がこの５分間に４０℃まで上げられた。撹拌速
度が４０００ｒｐｍまで上げられ、１，６－ヘキサメチレンジイソシアネート３．１４ｇ
（１８．７ミリモル）が注射器を使用して添加された。混合物が４０００ｒｐｍでさらに
１分３０秒間撹拌された。それから撹拌速度が１５００ｒｐｍまで下げられ、５分間後に
ベンジルアミン４．１８ｇ（３９．０ミリモル）が添加された。これは１５００ｒｐｍで
２分３０秒間混合された。１，６－ヘキサメチレンジイソシアネート３．３８ｇ（２０．
１ミリモル）とＳｏｌｖｅｓｓｏ　１００の３．４ｇとの混合物が、ポンプを使用して１
５分間で反応器に添加された。この混合物が１０００ｒｐｍでさらに２分間撹拌された。
【０１０２】
［比較例５］
【０１０３】
Ｓｅｔａｌｕｘ　１７６７　ＶＶ－６５中３．７５％のＳ－ＡＭＢＡ＋ＨＤＩ
Ｓｅｔａｌｕｘ　１７６７　ＶＸ－６５の１００．０ｇが反応器に加えられ、回転円盤溶
解機を１５００ｒｐｍで２分間使用して、Ｓ－（－）－α－メチルベンジルアミン１．４
９ｇ（１２．３ミリモル）と混合された。撹拌速度が４０００ｒｐｍまで上げられ、１，
６－ヘキサメチレンジイソシアネート１．０７ｇ（６．３６ミリモル）が注射器を使用し
て添加された。混合物が４０００ｒｐｍでさらに３０秒間撹拌された。
【０１０４】
［比較例６］
【０１０５】
Ｓｅｔａｌｕｘ　１７６７　ＶＶ－６５中３．７５％のＢＡ＋ＨＤＩ
Ｓｅｔａｌｕｘ　１７６７　ＶＸ－６５の１００．０ｇが反応器に加えられ、回転円盤溶
解機を１５００ｒｐｍで２分間使用して、ベンジルアミン１．４２ｇ（１１．７ミリモル
）と混合された。撹拌速度が４０００ｒｐｍまで上げられ、１，６－ヘキサメチレンジイ
ソシアネート１．１５ｇ（６．８ミリモル）が注射器を使用して添加された。混合物が４
０００ｒｐｍでさらに３０秒間撹拌され、これは濁った性状のものであった。
【０１０６】
上記の実施例および比較例を使用して、Ｓｅｔａｌｕｘ　１７６７に基づいた２Ｋ（ＮＣ
Ｏ含有）配合物が調製された。その結果が、フラッシュオフコンプライアンスに関して表
３に示され、個々の成分の双方と比較して鋳型生成されたＳＣＡの高められた活性を示し
ている。
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【表３】

【０１０７】
〔実施例７〕
Ｓｅｔａｌｕｘ　１７５７　ＶＶ－７０中の（９０／１０）Ｓ／Ｒ－ＡＭＢＡ＋ＨＤＩ／
ＢＡ＋ＨＤＩ（１：１）
Ｓｅｔａｌｕｘ　１７５７　ＶＶ－７０の１２５．０ｇが反応器に加えられ、回転円盤溶
解機を１５００ｒｐｍで２分間使用して、Ｒ－（＋）－α－メチルベンジルアミン０．０
７ｇ（０．５８ミリモル）およびＳ－（－）－α－メチルベンジルアミン０．６３ｇ（５
．２ミリモル）と混合された。撹拌速度が４０００ｒｐｍまで上げられ、１，６－ヘキサ
メチレンジイソシアネート０．５０ｇ（３．０ミリモル）が注射器を使用して添加された
。混合物が４０００ｒｐｍでさらに３０秒間撹拌された。撹拌速度が１０００ｒｐｍまで
下げられ、２分間後にベンジルアミン０．６６ｇ（６．２ミリモル）が添加された。混合
物は１０００ｒｐｍでさらに２分間撹拌された。１，６－ヘキサメチレンジイソシアネー
ト０．５３ｇ（３．１５ミリモル）とブチルアセテート０．５３ｇとの混合物が、ポンプ
を使用して１５分間で反応器に添加された。この混合物が１０００ｒｐｍでさらに６０秒
間撹拌された。
【０１０８】
［比較例７］
【０１０９】
Ｓｅｔａｌｕｘ　１７５７　ＶＶ－７０中のＳ－ＡＭＢＡ＋ＨＤＩ
Ｓｅｔａｌｕｘ　１７５７　ＶＶ－７０の１００．０ｇが反応器に加えられ、回転円盤溶
解機を１５００ｒｐｍで２分間使用して、Ｓ－（－）－α－メチルベンジルアミン１．１
３ｇ（９．３２ミリモル）と混合された。撹拌速度が４０００ｒｐｍまで上げられ、１，
６－ヘキサメチレンジイソシアネート０．８２ｇ（４．８８ミリモル）が注射器を使用し
て添加された。混合物が４０００ｒｐｍでさらに３０秒間撹拌された。
【０１１０】
［比較例８］
【０１１１】
Ｓｅｔａｌｕｘ　１７５７　ＶＶ－７０中２．６６％のＢＡ＋ＨＤＩ
Ｓｅｔａｌｕｘ　１７５７　ＶＶ－７０の１００．０ｇが反応器に加えられ、回転円盤溶
解機を１５００ｒｐｍで２分間使用して、ベンジルアミン１．０６ｇ（９．９ミリモル）
と混合された。撹拌速度が４０００ｒｐｍまで上げられ、１，６－ヘキサメチレンジイソ
シアネート０．８７ｇ（５．２ミリモル）が注射器を使用して添加された。混合物が４０
００ｒｐｍでさらに３０秒間撹拌され、これは濁った性状のものであった。
【０１１２】
上記の実施例および比較例を使用して、Ｓｅｔａｌｕｘ　１７５７に基づいた１Ｋ（Ｓｅ
ｔａｍｉｎｅ　ＵＳ　１３８メラミンホルムアルデヒド架橋剤含有）配合物が調製された
。その結果が、フラッシュオフコンプライアンスに関して表４に示され、個々の成分の双
方と比較して鋳型生成されたＳＣＡの高められた活性を示している。
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【表４】

【０１１３】
いわゆる引き波装置を使用して、同じ配合物が試験された。この試験では、当初の表面プ
ロファイルの重力の引力による変位量が、時間の関数として追跡されることができる。こ
れらの実験は蒸発の影響を取り込み、ならびに室温における現実的なフラッシュオフ時間
を模擬し、加熱サイクルによって追跡される。フラッシュオフ期間（５分間）中ならびに
加熱の間（３０℃／分の初期速度で１４０℃まで）の双方において、波の変位量は測定さ
れることができる。その結果が図６に示され、鋳型生成された組み合わせ物質はフラッシ
ュオフの間、低い流れ性を示し、その流れはＳＡＭＢＡ－ＨＤＩのそれよりも幾分遅くオ
ーブン中で始まるが、そのオーブン流れの累積量は２の比較例のそれらの中間であること
を、これは表す。本発明に従う物質、および使用された２の物質の比によって、硬化工程
の最終段階における流れの量を調節することは可能である。硬化工程の最終段階における
流れの量のこの調節は、可能な最良の外観を得るのに役立つと考えられる。
【０１１４】
〔実施例８〕
Ｓｅｔａｌｕｘ　１７６０　ＶＢ－６４中３．７５％のＳ－ＡＭＢＡ＋ＨＤＩ／ＡＭＰ＋
ＨＤＩ（１：１）
Ｓｅｔａｌｕｘ　１７６０　ＶＢ－６４の１００．０ｇが反応器に加えられ、回転円盤溶
解機を１５００ｒｐｍで２分間使用して、Ｓ－（－）－α－メチルベンジルアミン０．７
２ｇ（５．９ミリモル）と混合された。撹拌速度が４０００ｒｐｍまで上げられ、１，６
－ヘキサメチレンジイソシアネート０．５２ｇ（３．１ミリモル）が注射器を使用して添
加された。混合物が４０００ｒｐｍでさらに３０秒間撹拌された。撹拌速度が１０００ｒ
ｐｍまで下げられ、２分間後に３－（アミノメチル）ピリジン（ＡＭＰ）０．６９ｇ（６
．４ミリモル）が添加された。混合物は１０００ｒｐｍでさらに２分間撹拌された。１，
６－ヘキサメチレンジイソシアネート０．５５ｇ（３．３ミリモル）とＳｏｌｖｅｓｓｏ
　１００の１．６５ｇとの混合物が、ポンプを使用して１５分間で反応器に添加された。
この混合物が１０００ｒｐｍでさらに３０秒間撹拌された。
【０１１５】
［比較例９］
【０１１６】
Ｓｅｔａｌｕｘ　１７６０　ＶＢ－６４中３．７５％のＡＭＰ＋ＨＤＩ
Ｓｅｔａｌｕｘ　１７６０　ＶＢ－６４の１００．０ｇが反応器に加えられ、回転円盤溶
解機を１５００ｒｐｍで２分間使用して、３－（アミノメチル）ピリジン（ＡＭＰ）１．
４０ｇ（１３．０ミリモル）と混合された。撹拌速度が４０００ｒｐｍまで上げられ、１
，６－ヘキサメチレンジイソシアネート１．１２ｇ（６．７ミリモル）が注射器を使用し
て添加された。混合物が４０００ｒｐｍでさらに３０秒間撹拌され、その性状は濁ってい
た。
【０１１７】
［比較例１０］
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【０１１８】
Ｓｅｔａｌｕｘ　１７６０　ＶＢ－６４中３．７５％のＳ－ＡＭＢＡ＋ＨＤＩ
Ｓｅｔａｌｕｘ　１７６０　ＶＢ－６４の１００．０ｇが反応器に加えられ、回転円盤溶
解機を１５００ｒｐｍで２分間使用して、Ｓ－（－）－α－メチルベンジルアミン１．４
７ｇ（１２．１ミリモル）と混合された。撹拌速度が４０００ｒｐｍまで上げられ、１，
６－ヘキサメチレンジイソシアネート１．０５ｇ（６．２ミリモル）が注射器を使用して
添加された。混合物が４０００ｒｐｍでさらに３０秒間撹拌された。
【０１１９】
上記の物質のＳｅｔａｌｕｘ　１７６０に基づいた１Ｋ配合物が調製され、コンプライア
ンスに関して比較された。その結果が表５に示され、鋳型生成された組み合わせＳＣＡは
、いずれの個別の成分と比較してもはるかにより効果的であることが、これから推定され
ることができる。
【表５】

【０１２０】
〔実施例９〕
Ｓｅｔａｌｕｘ　１７６０　ＶＢ－６４中３．７５％のＬ－Ａｌａｂｕ＋ＨＤＩ／ＢＡ＋
ＨＤＩ（１：１）
Ｓｅｔａｌｕｘ　１７６０　ＶＢ－６４の１００．０ｇが反応器に加えられ、回転円盤溶
解機を１５００ｒｐｍで２分間使用して、Ｌ－アラニンブチルエステル０．７７ｇ（５．
３ミリモル）と混合された。撹拌速度が４０００ｒｐｍまで上げられ、１，６－ヘキサメ
チレンジイソシアネート０．４６ｇ（２．７ミリモル）が注射器を使用して添加された。
混合物が４０００ｒｐｍでさらに３０秒間撹拌された。撹拌速度が１０００ｒｐｍまで下
げられ、２分間後にベンジルアミン０．６９ｇ（６．４ミリモル）が添加された。１，６
－ヘキサメチレンジイソシアネート０．５５ｇ（３．３ミリモル）とＳｏｌｖｅｓｓｏ　
１００の１．６５ｇとの混合物が、ポンプを使用して１５分間で反応器に添加された。こ
の混合物が１０００ｒｐｍでさらに３０秒間撹拌された。
【０１２１】
［比較例１１］
【０１２２】
Ｓｅｔａｌｕｘ　１７６０　ＶＢ－６４中３．７５％のＬ－Ａｌａｂｕ＋ＨＤＩ
Ｓｅｔａｌｕｘ　１７６０　ＶＢ－６４の１００．０ｇが反応器に加えられ、回転円盤溶
解機を１５００ｒｐｍで２分間使用して、Ｌ－アラニンブチルエステル１．５８ｇ（１０
．９ミリモル）と混合された。撹拌速度が４０００ｒｐｍまで上げられ、１，６－ヘキサ
メチレンジイソシアネート０．９４ｇ（５．６ミリモル）が注射器を使用して添加された
。混合物が４０００ｒｐｍでさらに３０秒間撹拌された。
【０１２３】
［比較例１２］
【０１２４】
Ｓｅｔａｌｕｘ　１７６０　ＶＢ－６４中３．７５％のＢＡ＋ＨＤＩ
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Ｓｅｔａｌｕｘ　１７６０　ＶＢ－６４の１００．０ｇが反応器に加えられ、回転円盤溶
解機を１５００ｒｐｍで２分間使用して、ベンジルアミン１．４０ｇ（１３．１ミリモル
）と混合された。撹拌速度が４０００ｒｐｍまで上げられ、１，６－ヘキサメチレンジイ
ソシアネート１．１３ｇ（６．７ミリモル）が注射器を使用して添加された。混合物が４
０００ｒｐｍでさらに３０秒間撹拌され、その性状は濁っていた。
【０１２５】
上で調製された物質のＳｅｔａｌｕｘ　１７６０に基づいた１Ｋ配合物が調製され、コン
プライアンスに関して比較された。その結果が表６に示され、鋳型生成された組み合わせ
ＳＣＡは、とりわけＢＡ－ＨＤＩの比較例と比較すると低いコンプライアンスをもたらす
のに有効であることが、これから推定されることができる。該コンプライアンスはＳＡＭ
ＢＡ－ＨＤＩの比較例のそれよりも幾分高いが、該物質の量の半分のみが使用されている
事実に基づいて予測され得たほど多くだけ高いわけではない。
【表６】

【０１２６】
〔実施例１０〕
Ｓｅｔａｌｕｘ　８５０３　ＳＳ－６０中のＳ－ＡＭＢＡ＋ＨＤＩ／ＢＡ＋ＨＤＩ（１：
１）
Ｓｅｔａｌｕｘ　８５０３　ＳＳ－６０の６５０．０ｇが反応器に加えられ、回転円盤溶
解機を１５００ｒｐｍで５分間使用して、Ｓ－（－）－α－メチルベンジルアミン４．４
０ｇ（３６．３ミリモル）と混合された。撹拌速度が３０００ｒｐｍまで上げられ、１，
６－ヘキサメチレンジイソシアネート３．１４ｇ（１８．７ミリモル）が注射器を使用し
て添加された。混合物が３０００ｒｐｍでさらに１０分間撹拌された。この１０分間の後
に１，６－ヘキサメチレンジイソシアネート３．３８ｇ（２０．１ミリモル）が添加され
た。ベンジルアミン４．１８ｇ（３９．０ミリモル）とブチルアセテート８．３６ｇとの
混合物が、ポンプを使用して１２分間で反応器に添加された。この混合物が３０００ｒｐ
ｍでさらに５分間撹拌された。
【０１２７】
［比較例１３］
【０１２８】
Ｓｅｔａｌｕｘ　８５０３　ＳＳ－６０中のＳ－ＡＭＢＡ＋ＨＤＩ
Ｓｅｔａｌｕｘ　８５０３　ＳＳ－６０の１００．０ｇが反応器に加えられ、回転円盤溶
解機を１５００ｒｐｍで２分間使用して、Ｓ－（－）－α－メチルベンジルアミン０．９
７ｇ（８．０ミリモル）と混合された。撹拌速度が４０００ｒｐｍまで上げられ、１，６
－ヘキサメチレンジイソシアネート０．６９ｇ（４．１ミリモル）が注射器を使用して添
加された。混合物が４０００ｒｐｍでさらに３０秒間撹拌された。
【０１２９】
［比較例１４］
【０１３０】
Ｓｅｔａｌｕｘ　８５０３　ＳＳ－６０中のＢＡ＋ＨＤＩ
Ｓｅｔａｌｕｘ　８５０３　ＳＳ－６０の１００．０ｇが反応器に加えられ、回転円盤溶
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解機を１５００ｒｐｍで２分間使用して、ベンジルアミン０．９２ｇ（８．６ミリモル）
と混合された。撹拌速度が４０００ｒｐｍまで上げられ、１，６－ヘキサメチレンジイソ
シアネート０．７４ｇ（４．４ミリモル）が注射器を使用して添加された。混合物が４０
００ｒｐｍでさらに３０秒間撹拌され、その性状は濁っていた。
【０１３１】
これらの物質は、上記の三酸架橋剤の溶液を配合された。比較例１４に基づいた配合物は
ニュートン性流体の清澄な液体をもたらし、これはＳＣＡ粒子が溶解したことを示してい
る。下の表７は比較例１５および実施例１０のコンプライアンス値の比較を詳しく示して
おり、慣用のＨＤＩ－ＢＡのＳＣＡより優れた鋳型生成されたＳＣＡの利点をさらに例証
するのに役立つ。
【表７】

【０１３２】
〔実施例１１〕
引き波試験
【０１３３】
以下のように、ＡＭＢＡ（９０／１０のＳ／Ｒ）－ＨＤＩの核の第一の種に、第二段階で
、核対殻の２の異なった比［１：１および３：１］でＢＡ－ＨＤＩの殻が加えられたもの
に基づいて鋳型生成された生成物と、慣用のＢＡ－ＨＤＯの、鋳型生成されていないＳＣ
Ａに基づいた配合物とを比較する、二次的な「引き波」実験が実施された。
【０１３４】
ａ）鋳型生成１：１のサンプル
Ｓｅｔａｌｕｘ　１７５７　ＶＶ－７０の１２５．０ｇが反応器に加えられ、回転円盤溶
解機を１５００ｒｐｍで２分間使用して、Ｒ－（＋）－α－メチルベンジルアミン０．０
７ｇおよびＳ－（－）－α－メチルベンジルアミン０．６０ｇと混合された。撹拌速度が
４０００ｒｐｍまで上げられ、１，６－ヘキサメチレンジイソシアネート０．５３ｇが注
射器を使用して添加された。混合物が４０００ｒｐｍでさらに３０秒間撹拌された。撹拌
速度が１０００ｒｐｍまで下げられ、２分間後にベンジルアミン０．６６ｇが添加された
。混合物は１０００ｒｐｍでさらに２分間撹拌された。１，６－ヘキサメチレンジイソシ
アネート０．５３ｇとＳｏｌｖｅｓｓｏ　１００の０．５３ｇとの混合物が、ポンプを使
用して１５分間で反応器に添加された。この混合物が１０００ｒｐｍでさらに６０秒間撹
拌された。
【０１３５】
ｂ）鋳型生成３：１のサンプル
Ｓｅｔａｌｕｘ　１７５７　ＶＶ－７０の１２５．０ｇが反応器に加えられ、回転円盤溶
解機を１５００ｒｐｍで２分間使用して、Ｒ－（＋）－α－メチルベンジルアミンとＳ－
（－）－α－メチルベンジルアミンとの９：１の混合物１．０７ｇと混合された。撹拌速
度が４０００ｒｐｍまで上げられ、１，６－ヘキサメチレンジイソシアネート０．７８ｇ
が注射器を使用して添加された。混合物が４０００ｒｐｍでさらに３０秒間撹拌された。
撹拌速度が１０００ｒｐｍまで下げられ、２分間後にベンジルアミン０．３５ｇが添加さ
れた。混合物は１０００ｒｐｍでさらに２分間撹拌された。１，６－ヘキサメチレンジイ
ソシアネート０．２７ｇとＳｏｌｖｅｓｓｏ　１００の０．７３ｇとの混合物が、ポンプ
を使用して１５分間で反応器に添加された。この混合物が１０００ｒｐｍでさらに６０秒
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間撹拌された。
【０１３６】
サンプルａ）およびｂ）と記載された物質のそれぞれについて、（改質されていないＳｅ
ｔａｌｕｘ　１７５７、およびＳｅｔａｍｉｎｅ　ＵＳ１３８架橋剤（全固形分当たり３
０重量％）を使用して）２の配合物が調製され、該配合物はその中に全固形分当たり０．
６または０．８重量％の濃度で垂れ抑制剤が存在することを特徴とする。
【０１３７】
ｃ）比較配合物
Ｓｅｔａｌｕｘ（商標）９１７９５は、Ｓｅｔａｌｕｘ　１７９５中にＨＤＩ－ＢＡ　Ｓ
ＣＡを含有する（Ｎｕｐｌｅｘ　Ｒｅｓｉｎｓ社から）市販の配合物である。Ｓｅｔａｌ
ｕｘ（商標）１７６０および架橋剤としてのＳｅｔａｍｉｎｅ　ＵＳ１３８（全固形分当
たり２５重量％）およびＣｙｌｉｎｋ　２０００（商標）（全固形分当たり５重量％）に
基づいて、全固形分当たり１．７５重量％の配合物（「１Ｋ」）が調製された。１．７５
重量％のＳＣＡレベルは、同じような垂れ抵抗を得るために選択された。
【０１３８】
上記の全５配合物は固形分含有量６１％まで希釈され、表面に凹凸のある基体上に４０ミ
クロンの膜厚さで施与された。５分間のフラッシュオフ時間が加えられ、その後１４０℃
まで加熱された。そのまま伝えられた基体の粗度が、該膜の硬化の間、「引き波」装置で
監視された。該「引き波」装置は、Ｂｏｓｍａら、「垂れ／平滑化のバランスの最適化に
おける垂れ抑制剤の役割およびこれを検討するための新規で強力な手段」、Ｐｒｏｇｒｅ
ｓｓ　ｉｎ　Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｃｏａｔｉｎｇｓ誌、２００５年、第５５巻、ｐ．９７～
１０４に記載され、この開示内容は引用によって本明細書に取り込まれる。
【０１３９】
この監視の結果が図７に示される。第一に、比較配合物は、そのまま伝えられた粗度の何
らの平滑化も示さず、鋳型生成されたサンプルについてはそれが認められることが判る。
重要なことには（かつ、鋳型生成されたサンプルに関して）、膜の収縮後に増大する、そ
のまま伝えられた粗度がこの場合にもかなりの程度まで平滑化され、かつこの効果が、「
より薄い」ＨＤＩ－ＢＡ尿素の殻からなる鋳型生成された物質についてより大きいことも
判る。したがって、後期段階に発生する流れの量が鋳型生成比によって調節されることが
できることを、この実施例は示す。
【０１４０】
〔実施例１２〕
偽塑性試験
【０１４１】
以下のサンプルが調製された。
【０１４２】
ａ）ＳＡＭＢＡ－ＨＤＩのサンプル
実験から得たカルバメート官能性樹脂１００グラムが反応器に加えられた。Ｓ－ＡＭＢＡ
の１．１５グラムが添加され、高せん断混合の２分間、混合された。それからＨＤＩの０
．８１グラムが４０００ｒｐｍで添加された。非常に粘稠なペーストが得られた。
【０１４３】
ＨＤＩ－ＢＡのサンプル
実験から得たカルバメート官能性樹脂１００グラムが反応器に加えられた。ベンジルアミ
ンの１．５７グラムが添加され、高せん断混合の２分間、混合された。それからＨＤＩの
１．２７グラムが４０００ｒｐｍで添加された。濁った粘稠なペーストが得られた。
【０１４４】
鋳型生成１：１のサンプル
実験から得たカルバメート官能性樹脂１００グラムが反応器に加えられた。Ｓ－ＡＭＢＡ
の０．５８グラムが添加され、高せん断混合の２分間、混合された。それからＨＤＩの０
．４０グラムが４０００ｒｐｍで添加された。５分間後にベンジルアミンの０．５４グラ
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グラム）が６分間にわたって添加された。ペーストが得られた。
【０１４５】
鋳型生成３：１のサンプル
実験から得たカルバメート官能性樹脂１００グラムが反応器に加えられた。Ｓ－ＡＭＢＡ
の０．８６グラムが添加され、高せん断混合の２分間、混合された。それからＨＤＩの０
．６３グラムが４０００ｒｐｍで添加された。５分間後にベンジルアミンの０．２９グラ
ムが添加され、それに続いてＨＤＩ／ブチルアセテート混合物（０．７１グラム中０．２
２グラム）が６分間にわたって添加された。ペーストが得られた。
【０１４６】
全固形分当たりＳＣＡ１重量％を含有するようにこれらの樹脂サンプルに基づいて、１Ｋ
塗料が配合された。架橋剤としてＣｙｍｅｌ　３０３（商標）を８０／２０固形分重量比
で、該カルバメート樹脂は配合され、Ｎａｃｕｒｅ　５２５５［（固形分当たりの固形分
）１％］が触媒として添加された。その後、該塗料は０．８Ｐａ・秒の高せん断粘度まで
希釈された。
【０１４７】
新たに造られたものだけでなくて、４週間貯蔵後のものについても、これらの１Ｋ配合物
のレオロジーが、応力が制御されるレオメータを用いて試験された。流れ曲線が記録され
、偽塑性（５００Ｐａおよび１Ｐａのせん断応力における粘度の比と本明細書では定義さ
れる。）が記録され比較された。図８から、ＳＡＭＢＡ－ＨＤＩ垂れ抑制剤（ＳＣＡ）は
造り立てのときは非常に有効であるが、４週間貯蔵後は激しく劣化することが判る。した
がって、この１Ｋ塗料中ではこのＳＣＡは有用ではないだろう。慣用のＨＤＩ－ＢＡは長
期間にわたってより良好な安定性を示すが、非常に有効というわけではない。鋳型生成さ
れたＳＣＡについて得られたサンプルは高い効率および良好な貯蔵安定性を合わせ持ち、
これはおそらくはＳＣＡ粒子上のＨＤＩ－ＢＡの皮の保護的性質の故である。
【図面の簡単な説明】
【０１４８】
【図１】本発明に従う鋳型生成されたポリ尿素生成物ならびに単一のポリ尿素化合物およ
び２のこのような化合物のブレンドの（０．５Paにおいて１００秒間後の）コンプライア
ンスの比較を示すグラフである。
【図５】本発明に従う鋳型生成されたポリ尿素生成物の粘度に対する温度の影響を示し、
これを、鋳型生成されないでブレンドされたポリ尿素化合物への対応する影響と比較する
グラフである。
【図６】本発明に従って調製された１のコーティングおよび２の従来技術のコーティング
の当初表面プロファイルの変位量が時間の関数として追跡される、いわゆる「波試験」の
結果を示す図である。
【図７】本発明に従って調製された（別々に鋳型生成された）４のコーティングおよび１
の従来技術のコーティングの当初表面プロファイルの変位量が時間の関数として追跡され
る、さらなる引き波試験の結果を示す図である。
【図８】三つの配合物の、造りたておよび所与の期間エージングされたときの両方の偽塑
性を比較する図であって、これらのうち２の配合物が本発明に従って調製されたポリ尿素
生成物を含んでおり、三番目が従来技術で知られたポリ尿素化合物を用いて調製されたも
のである図である。
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